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問	

都
市
計
画
決
定
、
事
業

認
可
の
具
現
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
お
よ
び
工
事
完
成
後
の
環

境
対
策
等
の
課
題
検
討
結
果

と
、
三
輪
野
山
地
域
に
お
け

る
都
市
計
画
道
路
３・２・25

号
線
と
既
存
生
活
道
路
と
の

交
差
部
の
信
号
機
設
置
を
含

め
た
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答	

市
長　

千
葉
県
で
は
、

今
年
１
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
手
続
き
を
経
て
、

平
成
26
年
度
よ
り
事
業
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
埼
玉

県
と
今
年
３
月
20
日
に
基
本

　
平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、
21
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
う
ち
、
１
問
に
つ
い
て
の
質
問
・

答
弁
を
通
告
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《3》

（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
の

事
業
進
捗
に
つ
い
て

誠
和
会
　
　
中
村
　
彰
男

協
定
が
締
結
さ
れ
、
事
業
期

間
は
平
成
26
年
度
か
ら
平
成

39
年
度
を
目
途
と
し
て
い
ま

す
。
江
戸
川
新
橋
道
路
地
元

協
議
会
か
ら
地
元
総
意
の
要

望
と
し
て
環
境
問
題
の
意
見

が
今
年
３
月
11
日
に
千
葉
県

へ
提
示
さ
れ
、
県
で
は
工
事

期
間
中
の
課
題
や
工
事
完
成

後
の
対
策
等
段
階
的
に
検
討

す
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
ま

す
が
、
市
と
し
て
も
地
元
意

見
の
重
み
を
誠
意
を
持
っ
て

県
に
伝
え
、
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
３・２・25

号
線
と
市
道
２
１
９
号
線
と

の
交
差
部
へ
の
信
号
機
設
置

は
、
柏
土
木
事
務
所
に
よ
り

４
車
線
完
成
時
に
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。
接
続
す
る
既

設
市
道
は
、
取
り
つ
け
高
さ

の
調
整
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
安
全
対
策
を
含
め
今
後

の
道
路
協
議
に
お
い
て
周
辺

土
地
利
用
等
に
も
加
味
し
た

協
議
調
整
を
図
り
ま
す
。

問	

学
校
法
人
暁
星
国
際
学

園
が
事
業
主
体
と
な
り
本
年

幼
稚
園
が
開
園
し
ま
し
た
が
、

大
幅
な
定
員
割
れ
が
生
じ
経

営
は
成
り
立
つ
の
で
す
か
。

資
金
融
資
を
受
け
て
い
る
ス

タ
ー
ツ
か
ら
理
事
が
送
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
小
学
校
の
建
設
を

進
め
さ
せ
て
も
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。
経
営
破
綻
し
た
ら

ど
う
す
る
の
で
す
か
。

答	

総
合
政
策
部
長　
暁
星

国
際
学
園
と
し
て
は
、
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
解
釈
し
て
い
ま

す
。
暁
星
国
際
学
園
は
、
流

山
市
だ
け
で
な
く
木
更
津
市

問	

市
内
の
西
深
井
か
ら
下

花
輪
ま
で
、
新
川
耕
地
東
側

沿
い
に
連
続
す
る
斜
面
樹
林

は
ふ
る
さ
と
流
山
の
景
観
を

今
に
伝
え
る
も
の
で
す
。
こ

の
環
境
を
維
持
管
理
す
る
た

め
、
斜
面
樹
林
保
全
協
定
が

結
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
老
木

対
策
や
地
権
者
対
応
が
不
十

分
な
状
況
で
す
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答	

都
市
整
備
部
長　
新
川

耕
地
斜
面
緑
地
に
つ
い
て
は
、

約
78
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積
に

つ
い
て
斜
面
樹
林
保
全
協
定

を
地
権
者
と
締
結
し
て
い
ま

問	

流
山
本
町
・
利
根
運
河

ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
に
よ
り
流

山
本
町
は
、
か
つ
て
な
い
程

観
光
客
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

更
に
、
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

す
る
上
で
、
交
通
安
全
対
策

や
安
心
安
全
、
景
観
に
配
慮

し
て
、
人
と
ふ
れ
あ
う
自
然

と
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
の
計
画
の
位
置
付
け
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答	

産
業
振
興
部
長　
流
山

本
町
地
域
の
場
合
、
点
在
す

る
神
社
や
寺
院
を
初
め
、
各

観
光
施
設
や
店
舗
な
ど
ま
ち

歩
き
を
し
て
い
た
だ
く
観
光

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、
来

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
前

市
有
地
活
用
事
業
に
つ
い
て

誠
和
会
　
　
中
川
　
弘

で
も
学
園
を
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

は
、
ト
ー
タ
ル
し
て
経
営
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
小
学
校
の
設
置
等
に

つ
い
て
は
、
現
在
千
葉
県
で

経
営
状
況
等
の
承
認
手
続
き

を
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
で
経

営
審
査
、
経
営
状
況
も
慎
重

に
審
議
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
民
民
の
関
係
に
つ
い
て
は

コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
理
事
へ

の
就
任
に
つ
い
て
は
、
学
識

経
験
者
枠
と
い
う
こ
と
で
参

画
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。

す
。
こ
の
保
全
協
定
は
、
地

権
者
と
市
が
過
度
に
干
渉
し

あ
わ
な
い
内
容
と
し
、
平
成

６
年
度
か
ら
地
権
者
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
順
次

締
結
し
ま
し
た
。
期
間
を
５

年
と
定
め
た
上
で
、
以
後
協

定
解
除
の
申
し
出
が
な
い
限

り
毎
年
自
動
更
新
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

本
協
定
で
地
権
者
が
行
う
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
市
は
側

面
か
ら
支
援
す
る
立
場
を
と

り
、
対
象
樹
林
に
起
因
し
た

倒
木
な
ど
に
よ
る
事
故
に
対

し
て
損
害
賠
償
保
険
を
掛
け

て
い
ま
す
。
協
定
書
に
は
、

快
適
な
散
策
が
疎
外
さ
れ
る

事
態
を
解
消
す
る
た
め
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
さ
い
と

う
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
道

路
上
に
枝
な
ど
が
飛
び
出
し

て
支
障
と
な
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
道
路
管
理
者
が
協
議

し
て
適
切
な
対
応
を
取
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

訪
者
が
安
心
し
て
回
遊
で
き

る
環
境
整
備
が
大
切
な
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
流
山
本
町
地
域
の
活
性
化

と
来
訪
者
の
さ
ら
な
る
増
加

の
た
め
に
、
今
後
の
流
山
本

町
地
域
の
観
光
に
お
け
る
基

本
的
方
向
性
を
計
画
す
る
予

定
で
す
。
地
元
自
治
会
か
ら

引
き
込
み
線
跡
地
の
活
用
や

交
通
問
題
な
ど
の
要
望
も
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
部
署
を
初
め
関
係
者
と

調
整
し
な
が
ら
流
山
本
町
の

観
光
に
つ
い
て
計
画
を
作
成

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
下
期
実
施
計
画
へ
の
位

流
山
本
町
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

構
想
を
問
う

流
政
会
　
　
青
野
　
直

新
川
耕
地
斜
面
緑
地

保
全
に
つ
い
て

誠
和
会
　
　
伊
藤
　
實

置
付
け
に
つ
い
て
も
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
、
地
域
に
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
始
め
て
き

て
い
る
流
山
本
町
地
域
が
さ

問	

流
山
有
料
道
路
は
、
一

般
質
問
、
千
葉
県
議
会
議
員

へ
の
働
き
か
け
や
市
当
局
の

努
力
に
よ
り
、
来
年
４
月
14

た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
手
続

き
に
ど
の
程
度
の
時
間
が
か

か
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答	

市
長　
流
山
有
料
道
路

は
、
料
金
徴
収
期
間
を
平
成

３
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま

で
の
30
年
間
を
設
定
し
て
い

ま
し
た
。
開
設
当
初
よ
り
計

画
交
通
量
を
上
回
る
交
通
実

績
が
あ
り
、
償
還
期
間
短
縮

の
可
能
性
が
あ
る
旨
、
千
葉

県
道
路
公
社
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
11
月
26
日
に

開
会
の
千
葉
県
議
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
料
金
徴
収

期
間
の
短
縮
で
あ
り
、
平
成

27
年
４
月
13
日
ま
で
と
な
っ

問	

江
戸
川
沿
い
の
旧
県
道

の
道
路
構
造
の
物
理
的
工
夫

（※
１
狭き

ょ
う

窄さ
く
）に
よ
る
速
度
抑
制

策
導
入
の
効
果
は
ど
う
で
す

か
。
ま
た
、
事
故
が
頻
発
し

て
い
る
江
戸
川
台
西
の
三
角

公
園
脇
交
差
点
の
信
号
設
置

に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答	

土
木
部
長　
狭
窄
に
よ

る
手
法
の
効
果
と
し
て
、
狭

窄
部
分
で
片
側
通
行
に
な
る

た
め
対
向
車
両
は
停
止
状
態

と
な
り
、
速
度
抑
制
の
効
果

は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

導
入
前
と
導
入
後
の
交
通
量

調
査
の
結
果
で
は
、
平
日
12

時
間
測
定
で
往
復
車
両
は
７

３
８
台
減
少
し
、
休
日
で
は

３
５
７
台
の
減
少
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
通
過
車
両
の
抑

ら
に
活
性
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
ま
す
。

日
頃
に
無
料
化
さ
れ
る
と
、

仄そ
く
聞ぶ

ん
し
て
い
ま
す
が
、
無
料

化
に
向
け
市
と
し
て
千
葉
県

と
の
事
務
手
続
き
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
議
会
承

認
を
得
た
後
、
国
土
交
通
省

へ
の
諸
手
続
き
を
進
め
、
事

業
期
間
変
更
終
了
日
の
翌
日

以
降
、
有
料
区
間
は
無
料
通

行
へ
移
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
事
業
計
画
変
更
に
伴
う
事

務
レ
ベ
ル
で
の
道
路
管
理
手

続
き
も
始
ま
り
、
現
地
立
会

い
確
認
が
11
月
28
日
に
実
施

さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

料
金
所
よ
り
連
絡
す
る
本
線

は
千
葉
県
管
理
、
料
金
所
付

近
か
ら
隣
接
す
る
ロ
ジ
ポ
ー

ト
へ
の
連
絡
道
路
・
ト
ン
ネ

ル
等
構
造
物
の
照
明
設
備
は

市
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

制
効
果
も
出
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
川
台
西
三
角
公
園
脇

交
差
点
で
は
、
発
光
び
ょ
う

の
設
置
や
巻
き
看
板
な
ど
事

故
防
止
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。
平
成
25
年
11
月
に
は
市

長
お
よ
び
武
田
県
議
会
議
員

同
席
の
も
と
信
号
機
設
置
要

望
書
を
千
葉
県
警
察
本
部
へ

提
出
し
、
今
年
８
月
に
は
地

元
自
治
会
、
流
山
警
察
署
、

市
の
三
者
で
協
議
し
ま
し
た
。

信
号
設
置
に
は
電
柱
の
移
設

お
よ
び
撤
去
が
必
要
と
の
指

導
を
流
山
警
察
署
よ
り
受
け

て
い
ま
す
。
今
後
、
電
柱
移

設
に
伴
う
隣
接
家
屋
へ
の
承

諾
な
ど
の
諸
課
題
を
解
決
し
、

平
成
27
年
度
を
め
ど
に
流
山

警
察
署
お
よ
び
千
葉
県
警
察

本
部
と
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

流
山
有
料
道
路
の

無
料
化
に
つ
い
て
問
う

誠
和
会
　
　
根
本
　
守

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

誠
和
会
　
　
松
田
　
浩
三

現在の流山橋

新川耕地斜面緑地


